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１．はじめに

都市における公共交通は，通勤・通学輸送のみならず，生活を快適かつ豊かに営むために，欠かすことの

できない都市システムである．中でも郊外電車は，1969 年に策定された新全国総合計画により，衛星都市の

軸として開発された地域も多く，路線周辺に暮らす人々には欠かせない交通機関になった．そのため，多く

の人が郊外電車の車窓からさまざまな景観を目にすることになり，車窓景観は公共性の高い景観であると考

えられる．近年，都市開発事業で景観に配慮した計画・設計が必須となり，景観に関する研究は増加傾向に

あるが，連続的な視点から見た「シークエンス景観」の研究の中で鉄道の車窓景観を対象とした研究例は，

ごく少数である．

２．研究の目的と方法

車窓景観には２つの視覚的特徴がある．一つは，視線方向が走行方向に対して垂直であること，もう一つ

は高速走行のために，視点に近い路線近傍の対象物の認識が難しく，注視対象が遠方になることである．そ

のため，対象となる範囲が広域になり，研究対象としてあまり取り組まれていない．しかし，近年，国や自

治体をはじめさまざまな機関において空間情報の電子化が進んでいる．さらに，空間情報を効果的に扱える

GIS（Geographic Information System）が一般化してきたことで，広域な空間情報の構築や管理，高度な空間分

析が可能となっている．そこで，上記の視覚的特徴を持つ鉄道車窓景観を対象に，空間情報を利用して分析･

把握することを目的とする．

その具体的な方法は，土地利用データをもとに路線から見える地物を把握し，地形や建物高から構成され

るデータモデルから可視･不可視分析を行うことで，路線から見える対象の抽出を行った．なお本研究では，

空間情報の整備が進んでいる豊中市内を走行している阪急宝塚線の三国駅～石橋駅区間を対象路線区間とし

た（図－１）．

３．沿線の土地利用把握

　土地利用把握の第 1 歩として，都市景観と認識す

る視距離 1,200ｍ１）と，一般的な見えの概念である

視野 60°コーンを考慮して対象エリアの設定を行っ

た．具体的には，各区間で半径 1,200ｍの 60°コー

ンを路線の法線方向に設置し，その包絡線から各区

間の対象エリアを生成している．次に，細密数値情

報 10ｍメッシュ（1996 年度）と対象エリアをオー

バーレイして（図－２），区間ごとに土地利用の集計

を行った．その結果，低層住宅地が多いことがわか

り，また路線西側に位置する伊丹空港が車窓景観に

大きく影響しているのではと考えられる．
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図－１　対象路線区間 図－２　細密数値情報
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４．広域における可視･不可視分析

遠景を対象に，地球の球差を考慮した可視･不可

視分析２）を行っている．データベースには数値地

図 250ｍメッシュ（標高）を使用し，対象路線上 100

ｍごとに測点を設置して分析を行った．測点高は，

観測者が車両の座席に座った状態で乗車していると

仮定して，路線高＋２ｍとした．分析の結果，生駒

山麓と六甲山麓，箕面山麓が遠景の山として捉えら

れることがわかる（図－３）．

５．狭域における可視･不可視分析

近中景を対象にした可視･不可視分析では，豊中

市基本図データベース（世界測地系）をベースに，

建物高を含んだ数値表層モデル（DSM）を用いて

いる．遠景の対象物である箕面山麓が近く，しかも

路線の走行位置が高架橋から地表面に移行すること

で，車窓景観の変化に富むと考えられる豊中駅～蛍

池駅区間を分析対象区間とした．

DSM の生成には，データベースの標高点から５

m グリッドの数値地形モデル（DTM）を作成し，

建物領域内にあるグリッドには建物高（階数×３

m）を加えるという順序で行った．測点位置は，宝

塚方面・梅田方面の各軌道に普通列車・急行列車そ

れぞれ１秒ごとの４パターンの走行位置を設置し，

測点高は広域における分析と同様にして，測点を設

定した．

分析の結果，地上を走行する蛍池駅側の可視領域は非常に狭いことに対して，高架橋上を走行する豊中駅

側の可視領域は広く，中でも北側の可視領域は広いことが確かめられた．また，土地利用把握で挙げられた

伊丹空港については，一部のボーディングブリッジが見える程度であることもわかった（図－４）．

６．おわりに

　空間情報を用いることで，鉄道車窓景観の分析・把握が容易に行えることが示された．種々の空間情報を

用いることで様々な観点からの景観分析が可能になり，各種の都市開発における景観分析手法にもなり得る

のではないかと考えられる．今後は，空間情報を CAD/CG 上で用いることにより，３次元での視覚的表現に

よる鉄道車窓景観の把握を行いたいと考えている．
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図－３　広域における可視･不可視分析結果

図－４　狭域における可視･不可視分析結果
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